
   

 

 

 

 学校での毎日は、小さなチャレンジの積み重ね

です。教科書を使って新しい知識にチャレンジす

るのが学習です。毎日の出来事から、自分を高め

ようとするのが、学校行事や学級での生活です。

何れも制限時間があり、十分に身に付けるために

は、さらに時間が必要な場合もあります。夏休み

は、十分な時間があり、普段は途中で切り上げて

いるようなことに向き合う時間も、十分にありま

す。この時間を活かしてチャレンジすることで、

普段では、体験できないような手ごたえを感じる

ことができるでしょう。しかし、手ごたえはチャ

レンジした人にしか実感できないものです。自分

自身を大きく成長させるために、チャレンジの後

押しをお願いします。夏休 

みが終わったときに、チャ 

レンジの成果を聞けること 

を楽しみにしています。 

 

 

 
 

今年は昨年と違い、雨や曇りの日が多く気温が低い、梅雨らしい
日々が続いています。気温・水温が実施基準を超える日には水泳指

導を行っていますが、すっきりと晴れない中では、子どもたちの歓
声もどことなく大人しいような気がします。 

さて、７月の学校だよりでも様子をお知らせしましたが、６年生
は６月２３日から農山村留学に出かけました。農山村留学中は、学

校での頼りになるリーダーぶりを随所に発揮し、「み」「そ」「あ」
「じ」が確実に身に付いていることを強く感じました。特に「あいさつ」は、他校の先生に褒め

られる場面が多く、日ごろの積み重ねが活きていることを改めて感じました。日常の小さなこと
は当たり前のことと片付けられてしまうことも多いのですが、成長を認め、励まし、意欲をもっ

て生活できるように、引き続き指導をしていきたいと思った出来事でした。 

さて、夏空が待ち遠しいところですが、明日からは、夏休みとなります。今年は、９月１日ま

での５１日間といつもより長い夏休みです。普段できないことに挑戦し、よりたくましく成長で

きるような夏休みであってほしいと願っています。７月１６日からは、「水泳教室」「学習教室」

「個人面談」とまだまだ学校行事が続きます。有意義な夏休みが過ごせるように、計画した行事

ですので、有効にご活用いただき、児童・家庭・学校が三者一体となり、充実した夏休みを過ご

せるようにしていきたいと思います。ご多用の折とは存じますが、ご支援・ご協力をよろしくお

願いいたします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千城台西小だより 

千葉市立千城台西小学校 

７月 夏休み 
令和元年 ７月１２日 

  校長  市原 直樹 

チャレンジ！  

 

長期休業になると生活のリズムを整えることが

難しくなります。できれば、学校と同じリズムで

過ごすことが望ましいのですが、自分を律するこ

とは難しいことです。そこで、基本的なことだけ

は守れるように約束をしてはいかがでしょうか。 

例えば・・・ 

「早寝・早起き・朝ごはん」 

「あいさつ・返事・くつならべ」 

「学習・そうじ・お手伝い」等・・・ 

毎日必ずすることを決め、それだけは頑張れる

ように話し合っていくとよいと思います。 

規則正しい生活は、脳を活性化し考える力を向

上させると言われています。 

当たり前のことを褒めな 

がら、毎日を過ごさせてい 

きたいものです。 

規則正しい生活 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ これは私の携帯です。私がお金を払ってあなたに貸しているものです。  

２ パスワードは必ず私に報告しなさい。  

３ これは「電話」です。発信者が「ママ」か「パパ」だったら必ず出ること。絶対に。 

４ 夜間は携帯を私に返却します。翌日の朝まで電源オフになります。固定電話に電話出来ないような相手なら、

その人には電話も SNS もしないこと。 

５ 学校へは持っていけません。直接話をした方が力になります。 

６ 万が一、破損させた場合の修理費用は自己負担です。起こることなので準備しておきなさい。 

７ うそや人を傷つけるための道具じゃないわ。人が人を傷つけるのを傍観したりそれに参加したりもダメです。 

８ 書き込む前に、その言葉を直接相手に言えるか考えなさい。 

９ 友達に、その家族が聞いたら傷つくようなことを言ってはダメです。 

10 大人向けの画像は禁止です。私に見られても恥ずかしくないものだけにしなさい。 

11 公共の場、そして人と話しているときはスイッチオフかマナーモードにしなさい。 

12 あなたや知り合いの裸の写真はやり取りしてはダメです。一生つきまとわれ、巨大なインターネットの世界か

ら、跡形もなく奪い取ることは絶対に不可能になります。 

13 写真や動画もいいけれど、保存はそこそこにして。肌身で感じて記憶したものは、一生ものです。 

14 ときどきスマホなしで外出しなさい。不可欠なものではないの。流行に流されないのも大人の生き方です。 

15 チャートにない、新旧の音楽をダウンロードしてみて。こんなに音楽に手が届く時代は初めてです。 

16 時々ワードゲームやパズルや知能ゲームで遊んでください。 

17 検索の世界だけでなく、鳥がさえずる現実の世界も見て。歩いて見知らぬ人との会話も、楽しみなさい。 

18 スマホの扱いに失敗したら一度お母さんに返して、じっくり話し合いよ。お互いに成長してゆきましょう。 

 
 

連絡・問い合わせ：教頭 小原 圭子 ☎２３７－１００４ 

「昭和42年に開館した博物館です」 

 

 

今年ほど安心・安全を考えさせられたことはあ

りません。歩道で信号待ちをしていても安心でき

ない時代になりました。気を付けて、気を付けす

ぎることはありません。外出をする際の注意事項

につきましては、学校でも十分に指導いたします

が、以下の点につきましては、ご家庭でも折に触

れて話題にしていただけたら・・・と思います。 

○道路歩行の仕方について 

 ・道路は遊び場ではありません 

○自転車の乗り方について（下記は例です） 

 ・自転車は車両です 

 ・イヤホンを付けての運転（道路交通法違反） 

 ・傘をさしての運転（道路交通法違反） 

 ・

・  

○「いかのおすし」を守る 

安心・安全  

 

 社会一般的に、携帯電話やスマートフォンを所

持するお子さんの割合がますます増加しているよ

うです。誤った使用法によるトラブルが連日報道

されていることはご存知かと思います。長期の休

業中に限らず、この問題については常に注意する

必要があります。 

 学校では、情報モラル教育の一環として、携帯

電話会社主催のスマホ教室や道徳等の時間にルー

ルやマナーを守ることの大切さを学んでいます。

しかしながら、実際の使用については、保護者の

皆様からの情報がない限り、把握することは困難

です。下にアメリカのブロガーをしている母親

が、息子さんと交わした「スマホ１８の約束」を

載せておきます。携帯やスマホを持っているお子

さんがいるご家庭は、長い夏休みの時間のあると

きにご一読いただき、無用なトラブルに巻き込ま

れることなく、楽しい毎日が過ごせますよう話し

合っていただけると幸いです。 

スマホにご用心 


